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国立高雄餐旅大学 個人情報の収集に関する声明および同意書 

国立高雄餐旅大学（以下、当校という）は、合格者向けオンライン学習リソースの提供す

るため、「個人情報保護法」の規定に基づいて、あなたの個人情報を収集、処理、および

利用します。あなたが 18歳未満の場合、法定代理人に対し、本同意書の全ての内容およ

びその後の修正または変更された規定を読み、理解するとともに、これに同意するよう告

知するものとします。 

当校の受付システムで「同意します」をクリックし、または、口頭、手渡しまたは郵便で

受付を行う場合、本同意書の全ての内容を読み、理解するとともにこれに同意しているこ

とを示すものとします。 

 

一、個人情報の収集方法 

個人情報の当事者による手渡し、郵送、ネットワーク送信、口頭またはその他の適切

な方法により個人情報を取得します。 

二、基本情報の収集、更新および保管 

（一）当校は、中華民国の「個人情報保護法」および関連法令の規範に基づき、あなたの

個人情報を収集、処理および利用します。 

（二）あなた本人の、正確、最新および完全な個人情報を提供してください。 

（三）当校が業務遂行のために収集するあなたの個人情報には、氏名、メールアドレス等

の必要な項目等が含まれます。 

（四）あなたの個人情報に何らかの変更が生じた場合、当校に対して自発的に変更申請を

行い、情報が正確、最新および完全な状態に保たれるようにしてください。 

（五）あなたが、正確でない、不実な、期限切れの、または不完全もしくは誤解を招く情

報を提供した場合、関係する権利または利益が損なわれます。 

（六）あなたは、中華民国の「個人情報保護法」に基づいて、自分の個人情報について以

下の権利を行使することができます。 

1、照会または閲覧を請求する。 

2、写しの作成を請求する。 

3、追加または訂正を請求する。 

4、収集、処理および利用の停止を請求する。 

5、削除を請求する。 

ただし、当校が職務または業務の遂行において必要な場合、当校はあなたの上記の請

求を拒否することができます。ただし、あなたが上記の権利を行使したことで権利ま

たは利益が損なわれた場合、当校はこれに関連した賠償責任を負いません。 

三、個人情報収集の目的 

（一）法務部の「個人情報保護法の特定目的および個人情報の分類」の規定に基づき、以

下の目的を定めます。109-教育または訓練事務。 

（二）あなたの個人情報の使用方法が当校の収集目的と異なる場合、当校は、使用する前
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に、あなたの書面による同意を求めます。あなたは、当校に対して個人情報の提供

を拒否することができます。ただし、この場合、あなたの権利または利益が失われ

ることがあります。 

四、個人情報の種類 

法務部の「個人情報保護法の特定目的および個人情報の分類」の規定に基づき、以下

の分類を定めます。C001。 

五、個人情報を利用する期間、対象、地域および方法 

（一）期間：関連法令または法定の職務の遂行に関連する業務のために保存しなければな

らない期間。 

（二）対象：当校および所属部署、業務提携先、所轄官庁および法に基づいて調査権を有

する。 

（三）地域：上記の「対象」項目に掲げる利用対象の所在地。 

（四）方法：個人情報保護関連法令に適合する、自動化された機器またはその他の自動化

されていない利用方法。 

六、間接的に個人情報を収集する者 

当校の教職員、業務提携先等。 

七、基本情報の機密保持 

あなたの個人情報は、当校の「プライバシー権および個人情報保護ポリシー」の保護

および規範を受けます。当校が「個人情報保護法」の規定に違反し、または天災、事

変もしくはその他の不可抗力により、あなたの個人情報が不正取得、漏洩、改ざんま

たはその他の侵害を受けた場合、当校は、事実の究明後に、電話、郵便、メールまた

はウェブサイト上での公告等の方法から、適切な方法を選択してあなたに通知しま

す。 

八、同意書の効力 

（一）当校は、本同意書の規範を随時修正する権利を有します。当校が規範を修正する

時、当校のウェブページ（ウェブサイト）で修正の事実を公告し、個別に別途通知

を行うことはしません。修正内容に同意しない場合、上記第 2条第 6号に基づき、

当校に対して個人情報の収集、処理および利用の停止を主張してください。これに

違反した場合、本同意書の当該増訂または修正内容による拘束を受けることに同意

したものとみなします。 

（二）あなたが本同意書から得たいかなる提案または情報についても、書面または口頭を

問わず、本同意書の条項に明確な規定がある場合を除き、本同意条項以外のいかな

る保証も構成しません。 

九、準拠法および管轄裁判所 

本同意書の解釈と適用、および本同意書に関する紛争については、中華民国の法律に

従って処理され、当地における地方法院を管轄裁判所とします。 


